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（１）安心安全な妊娠・出産の支援

④　第三者評価事業

事業名 ①　風しんワクチンの助成と周知 担当課

事業背景（現状の課題）

健康増進課

事業内容

2018年7月以降特に関東地方において風しんの患者数が増加して
おり、患者の中心は、30代～50代の男性である。このうち昭和37
年4月2日～昭和54年4月1日生の男性は、これまで制度の変遷上風
しんに係る公的な予防接種を受ける機会がなかった世代であり抗体
保有率も低い。また、2020年には東京オリンピックパラリンピッ
クが開催され、様々な国の人の往来があり、感染症の感染拡大のお
それがあり、早急な対策が必要である。

事業名 ②　児童発達支援センター開設事業 担当課

昭和37年4月2日～昭和54年4月1日生の男性に対し
て、風しんの抗体検査を実施し、抗体価が低い者に対
し、予防接種法に基づく定期接種として予防接種を行
う。全国で原則無料で3年間実施する。

令和元年度　実施（予定）内容

子ども課

・無料クーポン券の発送
・事業の周知、啓発（広報、ホームページ）
・抗体検査、予防接種の管理
・未接種者への再勧奨

知立市子ども・子育て支援事業計画 (基本目標２　母子の健康の確保と増進)

　○今年度実施予定        令和元年度　　　愛知県庁への許可申請提出　備品の整備
　○次年度以降予定         令和2年度　　　4月1日開設

子ども課

５歳児の受け入れ中止

２歳児の受け入れ開始
４歳児の受け入れ中止

令和２年度

○今年度実施予定 保育室及び調理室の改修工事

○次年度以降予定 保育室及びトイレ改修工事
０歳児及び１歳児の受け入れ開始
３歳児の受け入れ中止

　第三者評価機関に公立保育園５園分の評価事業を委託する

事業背景（現状の課題）

　現在、知立市には重症心身障がい児の受け入れが可能な児童発達
支援事業所がないため、そのような児童は市外の児童発達支援セン
ターを利用したり、家庭での訪問支援を受けている状況である。
　知立市在住の重症心身障がい児が地域の療育や支援を受けること
ができるようにしていくため、市内に児童発達支援センターを設置
する必要がある。

令和元年度　実施（予定）内容

　市内在住の受給者証を取得している就学前の児童を
対象に、本人への発達支援、ご家族への支援を行う。
また保育所等の子育て支援機関等の関係機関との連携
を進め、地域の子育て環境や支援体制の構築を図る。

事業内容

事業名 担当課

令和元年度　実施（予定）内容

令和３年度

令和４年度

事業背景（現状の課題）

　保育園は、第三者の評価を受けてそれらの結果を公表し、常にそ
の改善を図るよう努めるとしている。
　前回、平成１９年度から平成２１年度の３ヵ年で第三者評価を実
施しており、年数も経過していることから実施が必要である。

事業内容

　公正・中立な第三者機関に評価事業を委託し、受審
により改善点等を明確にし、サービスの向上を図るも
の。

令和元年度　実施（予定）内容

事業名 ③　逢妻保育園乳児保育事業 担当課 子ども課

事業背景（現状の課題） 事業内容

　平成２９年度より、知立市において待機児童が発生している。
　その中でも特に０歳児及び１歳児については年度当初より待機児
童が発生しており、早急な待機児童解消対策が必要である。

　待機児童解消対策として、乳児保育を実施していな
い逢妻保育園で乳児保育を行うことにより、０～２歳
児で３９人の受け入れを実施するものである。

○逢妻保育園受け入れ児
童数推移
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